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26 点 

 

（１） 

 

① 数学的活動 ② 相関係数 ③ コンピュータ ④ 仮説検定 

⑤ 傾向 ⑥ 特徴 ⑦ 不確実 ⑧ 実験 

 

 

 

 

（２） 

指導例 

○教師は平均が同じである，偏差が大きいデータと偏差が小さいデータを用意する。 

 ・2 つのデータのセットの散らばり具合いの違いは生徒にヒストグラムや箱ひげ図などを書かせ実感さ

せておく。 

○ ��  ,  �� の値を生徒に計算させる。 

・データ数も考慮し，計算のしやすさにも配慮する。ICT も活用する。    

○ ��  ,  �� の値を観察させる。�� を用いる妥当性を理解させる。 

・�� の値は与えられたデータの偏差の大小にかかわらず常に 0 である。 

それに対し �� の値は偏差が大きいデータの場合は大きく，偏差が小さいデータの場合は小さくな

り，データの散らばりの度合いを数値化するには適しているのではないかという結論に導いてい

く。その後， �� を分散として定義する。 

 

                      （裏面に続く） 

 

 

32 点 
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22 点 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 点  
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